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【令和２(2020)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究は、研究代表者による好熱細菌のリジン生合成系におけるアミノ基キャリアタンパク質

（AmCP）の発見を基盤にして、AmCP を介するアミノ酸生合成並びに二次代謝化合物生合成系の反

応機構の全容解明に取り組むものである。 

これまでに、AmCP 複合体の結晶構造解析に加えて、AmCP が関与する二次代謝化合物生合成系に

おける新規なアザビシクロ環の形成・修飾機構や N-N 結合の形成反応機構の解明がなされつつあり、

順調に研究が進展しているものと判断できる。現在進行中の酵素複合体の高次構造解明が今後の研究

の進展に重要であるため、結晶構造解析以外の手法の検討が望まれる。 


